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１．は じ め に
　高齢化の傾向が著しい知的障害者の死は、い
つ、どこで、誰によって看取られているのだろ
うか。もし、施設に入所している知的障害者が
施設で看取られ、死を迎えているとしたら、仕
事上で経験する利用者の看取りや死について、
施設の職員はどのように感じているのだろう
か。
　近年、障害者の地域移行が進められてきたが、
施設に入所している知的障害者の数に大きな変
化は見られない。親の高齢化や死と同時に進ん
でいる知的障害者の高齢化は深刻であり、入所
施設での介護や看取りは制度的な根拠や対応策
のないまま、行われていると推測される。
　知的障害者施設職員を対象にした上平ら
（2003）の長野での調査では、回答した施設職
員の多くが施設での看取りを経験しているとし
ている。ソーシャルワークとしての終末期ケア
を全国の介護老人福祉施設と知的障害者施設と
の比較を行った佐藤（2009）も、対象の知的障
害者施設職員の過半数以上が利用者の看取りを
経験していると報告している。また、終末期ケ
アを行っていないと回答した知的障害者施設に
対して個別の確認を行ったところ、終末期ケア
としての意識なく、なんらかの形で看取りを経
験している事が判明し、入所期間が長期化して
いる知的障害者施設の多くで必要に迫られ看取
りが行われていることが明らかになった。介護
老人福祉施設の職員を対象にした看取りの意識
について、柳原ら（2003）は入所した時点で家
族の介護力はないと判断されるため、施設で看
取りをするべきだと考える職員が多いと報告し
ており、高齢化が進む知的障害者施設の現状も
同じような状況があることから、職員の意識に
類似点があると考えられる。
　しかし、介護老人福祉施設に比して、知的障
害者施設での看取りには施設の運営上の利益と
なる制度上のバックアップや金銭的効果などは
ない。また、老化が著しくなった結果で入所す
る老人施設の入所者に対して、知的障害者らは
生活の延長線上に老化や死による看取りの時期
が訪れるのである。職員と利用者の関係には、
知的障害者の看取りと死に関する施設職員の意識
―A施設職員のアンケート調査結果から―
張　　貞　京　　石　野　美也子
　知的障害者の高齢化は著しく、親亡き後をどのように過ごし、死を迎えるかは入所施設の課題とな
っており、制度的な整備がなされないまま長年暮らしてきた施設で看取りが行われている。本研究で
は、10年間で10名の看取りを行ったA施設職員を対象に、職員が抱く感情および看取りに関する意識、
対応の困難さなどについて自由記述式調査を行った。仕事上の関係を超えた関係性が作られており、
周りにいる利用者の不安を和らげるために苦心する姿が明らかになった。
キーワード：知的障害者、施設職員、看取り、死への不安、デス・エデュケーション
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人と人が関わっていく中で形成される関係性や
感情があると推測される。
　佐藤（2009）や上平ら（2003）の調査は量的
データを統計処理しており、施設職員が直面し
ている現状および制度的な不備を明らかにする
ことができているものの、施設職員が一人の人
間として抱く思いについては深められていな
い。そして、死を迎えようとしている利用者の
看取りだけでなく、その周りにいる利用者がど
のような不安を抱いているのか、職員がどのよ
うに対応しようとしているかについて研究され
たものはない。
　筆者は入所施設にいる知的障害者を対象に行
ったインタビュー調査の中で、身近な人や友達
の老いや死を自分自身の老いや死と関連付けて
感じ、不安を抱いていることを明らかにした
（2001）。インタビューで不安を語っている彼ら
は、日常生活の中で友達を看取っており、なん
らかの不安を近くにいる職員にみせていると推
測される。その時、職員は何を感じ、どのよう
に対応しようと悩んでいるのだろうか。
　知的障害者の終末期ケアが制度的に整備さ
れ、さらには、老いていく過程にゆっくり時間
をかけて付き合えるように、施設職員の人間的
な関わりや思いに頼ることなく保障されていく
必要がある。それと同時に、身近な人や友達の
看取りを体験する知的障害者らが漠然とした不
安を抱えたまま日常を送っていくのではなく、
職員の専門的な理解と支援によって、豊かに老
後を過ごせるよう、デス・エデュケーションと
なる支援策の構築が求められる。
　本研究では、利用者の看取り経験がある知的
障害者のA施設職員を対象に、看取る際に抱く
思いや利用者への対応を自由記述式アンケート
で調べる。また、周りにいる利用者がどのよう
に不安をみせているのか、職員はどのように感
じ、対応しているのかについて検討考察する。
２．研究対象および方法
（１）調査対象
　調査対象施設は2001年から2010年までの間、
10名の利用者が看取られていたA施設である。
亡くなった10名の経過は重症疾患、急性心不全、
老衰と様々であるが、一定期間を施設で看取ら
れており、全員の葬儀を施設で行っている。A
施設は利用者の平均年齢が2010年現在、60歳を
超えており、これまでの実績から得たものを今
後どのように生かしていくか注目される施設で
ある。A施設職員40名のうち、回答が得られた
のは20名（回収率50％）であった。
（２）調査方法と調査期間
　無記名の自由記述調査票を用い、施設代表者
による配布後は回収箱に投函してもらった。回
収期間は2011年７月～８月の１か月である。
（３）調査内容
　①対象者の基本属性
　性別、年代、勤続年数、対象者自身の近親者
との死別体験、施設での看取りの経験に関する
回答を得た。
　②調査項目（資料参照）
　施設で看取っていく中で発生する様々な問題
について自由記述式のアンケート用紙を配布
し、回答を得た。問１・２は近親者の老いや死
の経験と思い、問３・４は利用者の老いや死の
経験と思い、問５・６は利用者の抱く感情につ
いて、問７は利用者が近親者との死を体験した
場合について回答を求めた。
　問８・９・10・11・12・13は、近親者の死を
経験した利用者への対応、看取られていく利用
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者への対応、その時周りにいた利用者への対応
について尋ね、問14においては、施設での看取
りの必要性について回答を求めた。
３．結　　　果
　得られた回答をすべて入力し、対象者の意識
の関連する項目別に分類を行った。対象者20名
は①～⑳の通し番号で示し、回答の中からキー
ワードを抽出し、対象者が抱く感情、困難、対
応について、その傾向をまとめた。回答のキー
ワードは下線を記し、全体の傾向を表した。
（１）対象者の属性
　回答が得られた20名中、勤続年数５年以下が
12名と半数以上を占めており、施設での取り組
みや現状に慣れる前の段階にいる対象者が多い
（表１）。また、対象者のうち、一人を除いて19
名が利用者の死を経験している（表２）。
　近親者の死と利用者の死を体験し、どちらの
場合に対しても回答しているのは14名である
（表３）。回答内容は、死を体験し、「ショック」「寂
しい」「悲しい」「苦しい」「言葉にならなかった」
といった下線で示した驚きと負の感情を表す言
葉が並ぶ。また、後悔と感謝といった死別した
相手への思いもみられる。
　仕事上で、利用者らと関わっているが、利用
者の死を体験する際は職務上の責任を超えた対
人職種特有の関係性が働くと同時に、人間であ
れば誰にでも平等に訪れる死を近くで経験する
ことによって抱く、命ある物としての定めへの
自覚などが働き、感情に強い影響を与えている
と考えられる。利用者の死を経験することで、
施設職員は仕事上の責任を超えた関係を利用者
と結ぶようになると考えられる。
　また、⑧の対象者は死を体験する際に距離感
を感じ、職員の立場とは何かを自問していたこ
とを回答している。１名の回答ではあるが、看
取る経験が増え、利用者との関係性が深まって
いけばいくほど、職員である自分と利用者の関
係は何か、どうあるべきかを悩むようになると
推測される。
（３）利用者の近親者と友達との死別体験
　利用者が身近な人と死別した際にみせる姿、
他の利用者との死別でみせる姿に関する回答
は、キーワードを下線で記した（表４）。
　身近な人の死について、①⑧⑪⑫⑬⑭の対象
者が記した「寂しい」「悲しい」と表現できる
人もいれば、涙を流している姿を見せる人もお
り、悲しみや喪失感が感じられる。ただ、職員
に対して直接的に表現できる人は少なく、利用
者の日常を支援する立場であるからこそ気づく
普段の様子との違いから対象者が感じ取ってい
ることが多い。
　本研究は一つの施設を対象にしているが、勤
続年数が５年以下の対象者が半数以上であるた
め、看取りや利用者に対して感じる事や対応上
の困難について、これから看取りを行う可能性
のある知的障害者関連の施設への示唆を与える
ことができると考える。
（２）職員自身の近親者と利用者との死別
表２　死別体験の有無
表１　回答者の性別・勤続年数別（人数）
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　特に、長年いっしょに生活してきた友達の死
に対しては具体的に表現する人は少なく、対象
者が感じ取っているものが主であるが、身近な
人の死より、表４の②③⑧⑰⑱の二重下線で記
した個所のように、対象者は利用者が自分自身
に重ねて不安を抱えていると感じている。
（４）近親者と死別体験した利用者への対応
　前項の結果でみせた姿に対象者はどのように
対応し、どのような困難さを感じていたか、問
８・９の回答を表５に表した。
　「分からない」の回答もあるが、記述した15
表３　死別体験時に抱く感情（身近な人と利用者の違い）―問2-1・問4-1
身近な人の死を体験した時の感情 利用者の死を経験した時の感情
両方が共通する回答ー悲しみ、驚き、悔い、感謝といった感情
（１１名）
④ とにかく悲しい。大きな喪失感
グチャグチャ。悲しいけど、悲しいと感じないようにしようと思っ
た。
⑤
悲しい、死なないで、なんで？、いやや、自分も死んだらこん
な風になるおかな～。苦しい。
えっ？！うそやろ？！パニック。何が起きたのか理解できない。やめ
てくれ。受け止めるのに時間が必要だった。ただただ驚きと衝
撃を受けた。
⑩
まず初めに悲しい。そしてもう少し一緒にいてほしかった。今ま
でありがとう。
ありがとう。これから寂しくなるが、一緒に教えてもらった事や
過ごさせてもらった時間を大切に思い、生きていきます。
⑫ 言葉にならなかった。 身近な人と同じで言葉にならなかった。
⑬
最初はよくわからず。受けとめられず。さみしい。しばらくすると
ふとした時に強くさみしく思う。
とてもさみしく思う。すぐに何かできたことはなかったかと思えてく
る。よくがんばったんだと思えてくる。
⑮
血の気がひくような、ハッと胸がしめつけられるような感じを受け
た。話しをしたり一緒に遊んだりしたことがいろいろよみがえっ
てきました。
上と同じで、ハッと胸が苦しくなる感じ。やっぱり「死」に対し
てマイナスイメー ジがあり「死」と対面するのはいややと思って
しまいました
⑱ 悲しみとその人の人生の深さ （身近な人と）同様
⑥
死は突然くるものなんだなと実感しました。もっと深く関わってお
けばよかったという後悔
死は突然くるものなんだなと実感しました。もっと深く関わってお
けばよかったという後悔
⑪
もうすぐいなくなってしまうのか。会えなくなってしまうのか。悔し
さ。
いなくなってしまったんだなと。私は付き合いが少なかったので、
やはり長い付き合いの中で特別な感情が生まれてくるのかなと
思いました。
⑲ 悲しみ。悔い、感謝、安堵感 悲しみ、悔い、安堵感、感謝
① 亡くなった人に対して良い行いができていたか 限りある命を大切にしなければ
両方が類似する回答ー死んだ人に対して抱く自分の立場、
距離感
⑧
初めは泣くこととか悲しいとかはありませんでした。自分感情よ
りお母さんやお母さんの妹が辛い事が心配でした。でも、テレ
ビとか映画とかとは全然違うお別れでした。家族皆が集まって、
みんなが看取ったのですが、「静かに息をひきとった」とは言え
ないものでした。心臓もバクバクしたし、みんなが大きな声で「あ
りがとう」とか「もういいよ」と泣きながら言っている中で、一
人でちょっと離れたところから見ていたのを覚えています。恐く
はないけど、とにかく心臓がバクバクしました。   
死のその瞬間は正直「ありがとう」と「ごめんなさい」がまざ
ったような気持ちでした。でもやっぱり家族の人がそばで泣い
ている姿を見て、職員の自分がその場で一緒に泣くというのは
何だか自分の中で出来なかったです。しばらくして「ありがとう」
の気持の方が大きくなったけど、でも「自分はこの人にとって、
どういう存在なんだろう…」と感じてもいました。職員というの
が少し分からなくなってもいました。
自然な流れ
② あまり関わったことが少なかったので、特に何も思わなかった
亡くなる前からもう少しで亡くなられるかもしれないということを聞
いていたので、その時がきたんだなと思った。上手く言葉で表
せませんが、自然なもののように思いました。
両者で異なる認識
⑰
小学生のころ、同級生の妹が亡くなった時、ショックと同時に
小さいのになぜ死ぬのか？という疑問と恐い。
日々、いつでも起こりえる事
一方の記述もしくは記述なし③
亡くなったことに対する悲しみ。他の利用者さんが事実を受け
入れられるかという不安
⑦
自分と年の近い友人の死だったので、ショックと同時になぜそ
の若さで亡くなったのか、納得ができなかった
⑨ 急な事で驚いた。死は常に日常であることを実感した。
⑯
私自身が覚悟をした中でい送った時は悲しさはあるが、どこかで
見ていてくれるような気がして安心？していた。覚悟をせず突然
だった時はパニックだった今も思いだすと身体が震える。感情
として整理できていない。
⑳ かなしい。さみしい。
⑭ （記述無し）
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名中14名が①「死に対する説明」、②「何を答
えてよいか…」、⑥「触れてよいか」、⑩「言葉
かけ」といった説明の仕方をあげている。
　これは利用者の理解や感情をどこまで具体的
に想定できるかが困難であるためであると考え
られる。対象者はどのように説明すればよいか
困っていながらも、利用者の話を聞き、話しか
けようと努めており、記述があった20名のうち
14名が寄り添い、話を聞いていると回答してい
る。また、利用者の言動に注意しつつ、敢えて
いつも通りに関わろうと努めていると回答した
対象者も２名（③⑩）みられた。
（５）死が間近な利用者への周り反応
表４　死別体験時の利用者の様子―問5・問6
利用者が家族の死を体験 友達の死を体験
① 寂しい思いが強い 寂しさと同時に別れを受け入れている
② あまりその利用者さんと関わったことがありません。
利用者さんそれぞれで感じ方やとらえ方が違うと思うので、色々な感情
があると思います。悲しみであったり、自分が死ぬ時の不安、驚きなど。
受け止めている方もいたのかも知れません。
③ 喪失感 自分にはいつ訪れるのだろうという不安感と仲間としてきちんと見送ってあげたいという思い。
④ いるはずの人が突然いなくなる。混乱して悲しいけどわけがわからない。 お別れ、悲しみ
⑤
分からないですが、家族が死んだ事実は分かっているの
ではないかと思います。雰囲気や、気配で何か感じ取っ
ているような気がしました。
「かわいそうだね。天国に行ったね。なんで死んじゃったの？」という言
葉はよく耳にしました。お友達がいなくなるということを受けとめているよ
うな感じをうけました。
⑥ 独りになるのが恐いという不安
仲間が減ったという事実を受け入れなければならないというショック。私
自身が思っている以上に利用者さん達の絆は強いので、本当に利用
者さん達にとっては悲しいことだと思う。
⑦ （記述なし）
⑧
受け入れ方は人それぞれだとは思うのですが、さみしさや
悲しさを感じて、その事を表現するのも、また、みんなそ
れぞれですが、納得したくないものを一生懸命受け入れよ
うとしているように感じました。
自分と重ねて不安な気持ちになっているのではと思います。そういった
事を言葉で表現される方もいますが、そうでない人も自分と重ねている
ような気がします。
⑨ 個々、それぞれと思う。あまり分からない。 個々、それぞれと思う。死を儀式のようにとらえている人がいるのには、正直異様な感じを受けた事があった。
⑩
どの利用者さんも父や母の死を理解し、必ず天国に行く
と感じているように思いました。それは利用者さんが父や
母に手を合わす所をみて感じています。
長い時間を共にしてきた利用者さんの気持ちは、自分には計り知れま
せんが、泣いたり騒いだりする方はいませんでした。ただ、ふとした折
に亡くなった利用者さんの話しをしたりしてくれます。その時、利用者さ
んは笑顔です。
⑪
○○さんの家族が亡くなった時、涙しているのをみた。悲
しさ、寂しさ。亡くなった家族のことを思い返したりしてい
たのかなと感じた。
利用者との思い出を思い返したりしているのかな
⑫ 利用者さんが寂しいと言っていました。 家族の人が亡くなった。同様にさびしいと思います。
⑬ 受けとめ方は人によってちがうだろうが、やはりさみしさは大きいと思う。
つらいと思う。友人を亡くすこと。一緒にすごしてきた家族を亡くすこと
いろんな気持が混ざっていると思う。
⑭ さびしい。恐い さびしい。恐い
⑮
長年離れてはくらしていても家族の死は特別だと思いま
す。昔、一緒にくらしていた人がいなくなることで、実際
に亡くなった姿を見て死んだんやなと感じ、あとからいろん
な思い出が湧きあがるのではないかと思います。
いつも一緒にくらしていた仲間が死んでいくのはとても悲しいのではない
でしょうか。「ああ、もういないんやな」としみじみ思い返して自分なり
に納得していくのではないかと思います。
⑯
葬儀を終えた後はずいぶんと自分の中で理解・受け入れ
ができているように見える。どちらかというと先の分からな
いことへの不安が見える。（帰省など）
ここ数年の様子はすんなりと受け入れているように見える。葬儀までを
施設ですることの意味は大きい。
⑰ 会えなくなることの悲しみ、淋しさ。 自分の老いを実感している方は増えているので、死への不安が大きいように思う。
⑱ 悲しみと死への不安、または自分のこれからの居場所（親亡きあと）の確認
死への不安が一番大きいのではないでしょうか。身近な人の存在が消
えて会えなくなることで悲しみを感じながら生活（人生）のリズムを自分
自身なりに調整しているように感じます。ただし、数人の利用者に関し
てはいずれ死んでいくことを理解しながらも、死にたくないという思いを
もっているよう感じます。
⑲ 悲しみ、感謝の気持ち、恐怖？ 悲しみ、感謝の気持ち、恐怖？
⑳ さみしいけど友達と生活した時は楽しかった。良かったと思っているように思えた。
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　死と直面する友達が近くにいることでみせた
利用者の反応と職員の対応に関する問12・13に
対する回答を表６に示した。
　記述なしや「分からない」と回答した３名を
除いて、17名中10名が③⑧「不安から静か」、
③⑥⑪⑬⑰⑲「心配していた」などと回答し、
⑤⑲の対象者は励ます言葉を口にしていたと回
答している。また、④⑧の対象者は落ち着かな
い様子を感じており、⑬の対象者は何かを感じ
て近づかない人もいたと記しており、通常と異
なる反応が明らかである。
　対応方法は、近親者の死の体験時と類似して
おり、回答した14名中９名が「話を聞く」「声
をかける」と答えている。他に、いつも通りに
接し、深く触れないように努めた５名おり、対
応に苦心している事がよくわかる。記入なしと
表５　死別経験の利用者への対応―問8・問9
身近な人の死経験の利用者への対応で困ったこと 大切にした点
① 死に対する説明に困りました。 落ち込みすぎないように声をかけようと思いました。
②
悲しみや不安を話された時に、何を答えてよいのか分かりません
でした。ただ、聞くことしか出来ませんでした。
話を聞く。それくらいしかできませんでした。
③ 声かけの仕方。敢えていつも通りの対応をすべきかどうか。
本人の想い（悲しみ・不安）には留意しながらも努めていつも
と同じに接すること
④
どう説明したらよいか困る。どんな理解の仕方をしているのか分か
らないし、話し方で悲しみにとらわれてしまうかもしれない。
ゆっくり、少しずつ話す。利用者さんの話をまず聞く。　
⑤ 何て言葉かけをしていいのか戸惑った。 そっと寄り添う。話を聞く。
⑥
その話に触れていいのか？触れてはならないのか？触れなければな
らないのか？自分の話しをどこまで理解していただけるのか？という
点
本人の意見を尊重すること。本人を第一に考える。
⑦
両親や他の家族、一緒に過ごしてきた仲間などの死を、私以上
に経験されている利用者さんが殆どなので、話を聞く時にどこまで
その感情を理解できているか、気持に寄り添えるか悩みました。
「～さん死んだ」などの話しをしてきた時、「びっくりした」「さび
しい」など、気持をフィー ドバックして、共感できるような声かけと、
楽しかった思い出や亡くなられた利用者さんの良いところを語り
合えるような声かけができるよう心がけました。
⑧
「自分もそうなるのか？」と聞かれた時に「私もなるし、みんななるよ」
と答えようと思ったけど「私」と「そう聞いてくれた利用者さん」
の「みんななる」の深さが違いすぎる気がした。どこかで自分は
死がまだ遠い所にある気がしていて、そんな自分が軽 し々く言って
よいのか分からなくなって答えに困った。
先の事があってから、そういった事を聞かれたらすぐに答えてし
まわずに。「不安やね」から話して「おしっこが出にくい」「な
んがだるい」など、不安に思っていることに対して一つづつ答
えていく。
⑨ 特に分からない。
仏さまになろうとしている友達をできるだけ大切にする事ですか？
よくわからない。
⑩
その人、自身の気持にはなりえない、そのため、どういった言葉
をかけることが良いのか悩みました。
いつも通りに接するよう気を付けました。気持の見守りやいつ
も以上に気をつけました。
⑪ 死を迎えようとしている人に対しての思い
⑫ どう話したらよいか分からない。 話を聞いてあげる
⑬
なぜ人は死ぬのかという疑問を答える時、○○さんはどうして？どう
いう説明が受け取りやすいのかと言葉選びも難しい。
話せる人はとにかく話を聞く。
⑭ 一生懸命生きたから幸せに死ねる、死ぬことで幸せになる。
⑮
かなり説明的なこと、たとえば、いま、火葬場で焼いているとか
いう言葉になんとなく違和感を感じました。
とにかく話しをきいて、一緒に悲しみを感じていく事
⑯
亡くなった人の顔を見る事。利用者さんの表情、言動に注意
し声をかける
⑰
どのような声かけ、返事を求めているのか（感情を理解できてい
るのか）
「悲しい」「淋しい」という気持ちは「みんな一緒だよ」と共
感することと思い出話や良い所を話すようにした。
⑱
不安を取り除く（和らげる）ための声かけは個々によって違うと思
います。利用者が一番求めていることへの返答が必要になって
いる。
いい人生だったと亡くなられ利用者とも思い出話をすることや最
期の別れ（葬儀、告別式、お別れ会）をすることでその利用
者の一つの区切りを感じることが必要だと思う。
⑲
よくわかりませんが、利用者さんが言われることばに対して上手く
答えられていたのか忘れてしまいました。
感謝の気持ち、労いの気持ち
⑳ 普通の会話。いつもとかわらない事だと思う。
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「分からない」といった対象者も６名おり、対
応の難しさを感じていることがうかがえる。
（６）死を体験し乗り越えていくプロセス
　利用者が身近な人の死を体験し、それを乗り
越えていると感じているかに関する問７・7-1に
関して、表７に示した。対象者20名中、16名が
乗り越えていると感じており、乗り越えていな
いが１名、どちらともいえない流動的であると
感じているのが３名であった。
　死の経験を乗り越えるプロセスとして、乗り
越えているとした16名は、「亡くなった姿をみ
る」「葬儀、見送りをする」「手を合わせて」と
いった具体的な体験を通して乗り越えていると
複数のプロセスを挙げている。その他、死後の
世界をイメージする言葉を手掛かりにしたり、
表６　周りの利用者の反応と職員の付き合い―問12・問13
周りの利用者の反応 周りの利用者との付き合い
①
② 不安。心配。 話を聞く。（話を自らされた時は）。できるだけいつもと同じような生活をする。
③ 不安からとても静かで、職員に対しては何度もその利用者さんを心配する発言があったと思います。
職員の不安などが伝播せぬように、なるべく普段通りに付き合
い、冗談を言って笑わせたりしていました。
④
ソワソワ・あいさつがしたそう。顔が見たそう。死について話をし
出したり、しきりにいろいろ「死ぬんか？病気か？」と聞いてくる。
死や別れを意識し出す。
やわらかく、ゆっくりとクッションになれるように
⑤ 応援していた。励ましていた。 その現場にいなかったので、わかりません
⑥ 心配をしてそうでした。 心配を取り除くようにして対話しました。利用者さん達に安心感を与えられるように対話しました。
⑦
その時点では状況がピンと来ていない（もしくは、混乱して、どう
気持を表現したらいいのかわからないのか…？）ような、全く別の
話しをしてきたり「まぁ、仕方ないわ」とあっさりと話す方もいらっ
しゃるかと思います。
可能な範囲で話しを聞くようにしていました。
⑧ はじめはみんなザワザワして雰囲気だったけど、その日が来たときはみんなとても静かがった。何か感じているようだった。
みんな心配そうに部屋をのぞきに来たり、逆に全く部屋の近くま
で来なくなった人もいてそれぞれでした。
⑨ 分からない 分からない
⑩ いつもと変わらないようですが、いつも以上に気遣う言葉や仕草が多く感じました。
死を迎えようとしている利用者さんの様子を伝え、皆は心配せず、
元気な顔をしていようということを伝える為に、こちらも動揺はな
いように気を付けました。
⑪
ある時、大丈夫やろうかと心配している様子。亡くなるまでは漠
然としているのか？それぞれ利用者さんがどのように考えているのか
なと思う。
心配やねと。あまり深く話したりしていない。
⑫ 静かだった 分からない
⑬ 心配している人もいれば、近づかない人もいる。何となくいつもとちがうものはみんなが感じていることはよく分かる。 何かいつもより声をかけることを増やしていたと思う。
⑭
⑮ 平静をよそいながら心配そうにして顔を見に行ったりしておられました。 やはり話しをきちんと聞くように努めました。
⑯
むかえようとしている人に対して…というよりは顔を見る為に来られ
る客人に気がいき、また、その日常とは異なる雰囲気に浮足立っ
ていた。
時々、声をかけに部屋へいったいた。
⑰
「○○寝てる」「○○先生来た」など、心配な様子で話す方や
何も言わない方、それぞれ、表現は違うが、心配そうに見守って
いるように思う。
できるだけ、話しを聞くようにしていた。
⑱
他の利用者は敏感に感じ、死へ向かう利用者へ集中している職
員に対して自分自身を抑えているように見えました。しかし、そこ
に共に暮らしてきた仲間意識がおのずとそうさせているように思い
ます。職員は他の利用者が我慢しないように棟全体を見て、余
裕をもって他の利用者に対応する必要があると感じます。
施設ができて○○年、平均年齢 60 歳になり施設で看取ること
が長年暮らしてきた利用者にとっては「よい死に方」のように
思える。ケ スーバイケ スー（施設で看取るかどうか）ではあるが、
ひとつの方向性をもって職員が一丸となって同じ方向でこれから
続いていく看取りを考えなくてはならない気がする。
⑲ 心配そうに見守られていました。励ましの声、お礼 その事実を感じてもらえるような言葉かけをしたと思います。
⑳ さみしそうな。かなしそうな
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表７　死を乗り越えているのか・そのプロセス―問7・問7-1
表８　死を迎えようとする利用者への対応―問10・問11
身近な人の死を
乗り越えている 身近な人の死を乗り越えるプロセス
死後をイメージする、または思い出などを周りと
話す日常で乗り越える
はい 思い出を大事にされていて、天国から見守ってくれていると感じているように思う
はい 周りの利用者さんや職員の声かけや関わり
はい 最後まで一緒に見送り悔いが残ることがないよう最大限関わりを持つ。他の利用者や職員、関係者と悲しみも楽しかった思い出も共有することで乗り越える。
はい 時間が解決していくパター ン。その人のためにも、頑張らないと自分を自分で励まし、友達同士で励ましあっていくパター ン。職員や外部の方から言葉をもらい、気持を落ち着かせ、安心していく。
はい 「乗り越える」というものがどういった姿を定義したらよいか、私自身わかりませんが、「天国に行った」「空からみてくれている」等、自分自身に言い聞かせる中でショックや不安感との折り合いをつけようとされているように感じます。
はい 忘却も
はい 「天国に行った」「だれでも亡くなる」「また、会える」と話すことなどで、それぞれの方法で不安や悲しみと付き合おうとしていると思う。死を自然な流れとして理解しているように思う。
はい
職員、または多くの方に話すことで自分を納得させて感情をコントロールしているように思います。話せない利用者に
ついては動くことやこだわりの行動により調整しているように思います。理解していないように見えても今まで共に生活
してきた人の存在がいなくなることは肌や視覚的にも感じているように思います。
はい 長年一緒に生活をしてきたその方の生き方をきちっと尊重し大事にできている姿
はい いろんな人とのかかわり。毎日、皆と過ごす穏やかな日々
実際に体験して段階的に乗り
越えていく
はい いろんな人との死と接して、これがお別れで、もう会えないことを感じ、少しずつ死と別れを自分なりに理解しようとしていくと思う。
は お葬式に行って、写真を見て、お家に帰った時に、その人がいないというのを感じてお墓参りもして、受け入れていくと思う。
はい まず亡くなったことを知り、手を合わせ、葬式で故人を送り出し、というように自分と同じくの過程で乗り越えていると思います。
はい 亡くなった姿をみて、もう死んだんやなと実感し、普通に暮らしていく中で、もういないんやなと思いながら乗り越えていくのではと思います。
はい 亡くなった顔を見る～葬儀、見送りをすること。が第一段階。その後は毎年の追悼会。乗り越えきっているかどうかはよく分からない。日常に流されて、戻っているだけかも。
その他 はい 人は死ぬことが自然が理解できていると思う。仏さまを大切にする気持は皆さま、お持ちだと思う。
どちらともいえない
中間、繰り返し？
いいえ 友達がいなくなる事で、自分もどうなるんだろうと不安になっていると思う。
中間 乗り越えられている部分ももっていると思う。－－－－－－理解すること、受けとめること、なかなか難しい部分があると思うのできっちり整理していくところでも上手くいかないと思うので、乗り越えられているとは思わない。
死を迎えようとする利用者への感情 どう付き合う
①
② その時（亡くなられる時）が近づいてきたんだなあと。上手く言葉で表せません。 あまり関わったことがありません。
③ そこまで頑張ってきたことに対する敬意と、全てが終わるまで職員として適格に行動したいという想い
空いている時間には顔を見に行って声かけや横に座ったりして、なるべ
き時間を共有しようとしました。
④ 頑張れという気持とお疲れ様という気持ち。
まだ少ししか付き合いがなく、どんな言葉をかけたらいいかわからなかっ
た。とにかく利用者さんのために自分が出来る精一杯のことをしようと思
った。
⑤ 頑張れとしか思えなかった 死に向かってるのかどうかもわからない状態だったのでいつも通りに接していました。
⑥ できる限り長生きをして頂きたい 他の利用者さんと付き合っているように同じ立ち位置で付き合いました。
⑦
寂しさなどの感情が大半で、その人が頑張って生きてこられ
た事への想いをはせるまでは、その時点では至らない状態
です。　
⑧
「頑張って！」とは思えなかった。「ゆっくり、少しずつでいい
よね」「本当によく頑張ってるね」と思っていました。でも、
正直何をしてあげられるか分からなかった。
時間をゆっくりかけていました。お話するのも、ごはんを食べるのも、ゆ
っくり一緒にすごしたいと思いました。
⑨ お疲れ様。がんばりましたね。 生きている中で、いちばん、痛くないように、おいしいように、いちばん楽しいように。
⑩ もう少し、一緒にいたい。安らかに死を迎えてほしい。その為に自分がどんな事ができるのだろう。何かしてあげたい。
元気だった時の話しをたくさんしました。特に二人でよく笑った話、困っ
た話など、先に天国に行かれた父や母の話しもしました。
⑪ 今、どれだけしんどい思いをしているのだろう いつもと変わらずにいる。悲しい顔をしない。
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表９　施設での看取りについて―問14
⑫ 直面したことがない。 わからない
⑬ みんなすごいなあと思う。よくがんばるし、しんどいけれど何か教えてくれるし、残してくれる。
そばに入れる時はそばに。それ以外でも周りの人たちとできるだけ一緒
にいる。
⑭ がんばったね
⑮ 本当は長生きしてほしいと思っているのですが、「死」をマイナスイメー ジに思ってしまいます。
元気な姿のままでいてほしいので、敢えて姿をみないようにしたこともあり
ました。でも、しっかりと最期までお別れしていくことも自分の務めだろう
と思います。が、まだ、どうしていいかわかりません。
⑯ よくがんばったね。ありがとう。 声をかける。手を握る。話しできる人の場合は話しをする（聞く)
⑰ お疲れ様。良く頑張ったね。
⑱
その利用者が満足できる人生だったのだろうか。最期まで
看取り方が大事でその別れをしてあげることで安らかに逝く
ことができるのだと思う。
声かけとスキンシップ。死を迎える利用者の痛みや別れを実感する中で、
人のぬくもりや聴覚的なはたらきかけが大事に思う。
⑲ 感謝「ありがとう」、労いの気持ち 精一杯の看病、出来るだけご本人に負担にならないような接し方に努めたつもりです。
⑳ 淋しい。かなしい。 やさしい心づかい。陽気な雰囲気。
① 長年、共に暮らした仲間に囲まれて最後を迎えるのは幸せなのではと思う。
②
家族の方、本人の思いを考えた時、望んでおられるのであればとてもステキなことだと思います。職員の対応等、難しいことも沢山あ
ると思いますが。
③
それが本人さんや家族の方の希望であるのならばいいと思います。ただ、利用者さんの年齢層から見ても、今後そういう場面は爆発的
に増えるのではないかという不安があります。
④
その人がどう思うかだと思う。施設で、最後を迎えたいと思っているなら想いをかなえてあげたいし、無理に他人が決めることがない限り
選択肢の一つにしてしかるべきだと思う。
⑤
ご家族や本人の状態によると思いますが、皆に見守られて最期を迎えるのは幸せなことだと思うので、良いか悪いかは分かりませんが、
素晴らしいと思います。
⑥ 考えるだけでも涙がこみ上げてきます。
⑦
施設で看取られて亡くなられる利用者さんが殆どであることや、ご家族の「施設で看取りをしてほしい」というご希望や家での対応が難
しいこと…等を思うと利用者さんにとって、この施設が「家」になっているんだなあと思いますし、病院で亡くなられる健常の高齢者の
方が多い中で、幸せな最期なんだろうなあと思います。ただ、その分、看取りのノウハウの蓄積や他の利用者さんの対応も含めた職
員配置の部分で厳しさや限界もあると思いますので、一概に良いことと言っていいものか…と複雑さがあります。
⑧
施設では限界もあるし、医療面では病院の方が良いかもしれないけど、慣れた場所で最期の時をすごすのは良いのかなと思うけど、だ
んだん変化していく友達を見る事の辛さも利用者さんたちは感じている気がする。
⑨ 病院などの、公共施設の利用を促してゆくべき。看取らなければ、という義務感が大きくなりすぎて、つぶれていくのも恐い。
⑩ ケ スーにもよると思いますが、施設にいる人全てを最期まで看取ることは違うと思います。
⑪
専門的な医療業務は職員さん、利用者さんに負担のない一番良い方法を考えていくことが大事だと思います。病院で治療してもらうの
が利用者さんにとって楽になるのなら。
⑫ 一人ひとりの命を大切にして良いと思います
⑬
体制や必要なケアなど、難しいことだと思う。けれど一緒にすごしてきたもの同士出来る限りのことは職員も利用者さんもしたいと思うと
思うので、亡くなるということを恐いととらえている人もいると思う。
⑭ 最期まで看取る施設であることを誇りに思う。
⑮
長年暮らしてきた生活の場であり、家族の思いが施設で最期をという方が多くいらっしゃいます。そんなふうに思ってもらえるのはすごい
です。その中で自分自身できることをして、でもまだ死に対してはマイナスイメー ジが強いので、自分の中では何もできないので、もどか
しい感じです。
⑯
大変。どうしても家族の方も施設に頼ってこられてしまう。日常の場であるが、日常ではなくなり。しかし、職員にとっても、利用者にと
ってもとてもありがたい事。「ここで最期を」と家族が思ってくださることはうれしい。亡くなる事を実感し、受け入れるための必要な準
備期間。
⑰
長年暮らしてきた場所で友達、仲間に見守られながら最後を過ごすことは幸せなことと感じるが支援する側は死について基本的な理解
が必要だと思う。障害者の長寿と家族の高齢化で、両方の支援が必要となってくるこれからは、施設で看取ることが増えていくと思う。
地域の医療機関、サ ビースを上手く利用していきながら的確な支援が要る。
⑱
今まで作り上げてきた「○○施設」のともに暮らし、ともに成長していく姿は残していきたい。最期まで「生きがい」を実感できる人
生が送れるような支援と暮らしが必要。そして、高齢化施設ではター ミナルケアが不可欠に思えます。ただし、病院ではないということ
を認識して医療行為の限界については本人、家族への説明と説得を献身的に行う必要がある。また、制度の見直しが必要。介護
保険と自立支援では利用される方の違いが明確にある。そのため自立支援法の中に高齢の狭間の方々にサ ビースを提供できる介護
支援サ ビースを設置すべきだと思う。人はいずれ命絶えることになる。利用者にとって障害をもって暮らすことは健常の人の数倍も早く
人生を送っているように感じる。
⑲ ご本人、ご家族が望まれるならできる限りとは思いますが、ケ スーバイケ スーだとは思います。
⑳
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思い出を語ったり、周りの人と話し合ったりし
て、日常生活の中で落ち着いていき、少しずつ
忘れるようになると感じていた。
　いずれの場合も、具体的に見る、話せる手が
かりが必要であり、職員や友達との関係の中で
落ち着きを取り戻すようになると考えられる。
（７）死が間近な利用者への職員の思い
　死が近づいている利用者を看取りながら抱く
職員の思いと何を大切にしているかに関する問
10・11への回答は、表８のとおりである。
　対象者の思いで最も多かったのは、命ある存
在への尊厳の意が込められた回答と思われる③
④⑤⑦⑧⑬⑭⑯「がんばって」、⑨「労い」、⑲「あ
りがとう」が18名中11名であった。
　生きる存在としての定めを受け止め、見守ろ
うとしている思いがうかがえる。また、⑧⑩⑱
「何かしてあげたい」といった、自分に出来る
事は何かと苦心しており、具体的な手立てを探
ろうとしている様子がみられる。⑥⑮の対象者
は利用者が長生きしてほしいと回答している。
その一方で、⑮の対象者は死に対するマイナス
イメージを拭うことができず、自分自身に対し
て否定的な思いを抱いていることが分かる。
　実際に行ったことは何かについて、記述なし
や「わからない」と回答したのが7名と多く、
死を迎えようとする利用者との付き合いに難し
さを感じていることがうかがえる。回答した13
名のうち、③④「顔を見に行って声をかける」、
⑧⑩⑯⑱⑳「ゆっくり一緒にすごす」、⑬「で
きるだけ一緒にいる」といった答えをしている
対象者が８名おり、その利用者のために時間を
かけて、付き合おうとしていた。また、いつも
通りに接するように努めていたのが３名、⑨「い
ちばん楽しいように」、⑳「陽気な雰囲気」に
努め、⑲「精いっぱいの看病」をしようとした
と３名が回答している。仕事の忙しさや時間的
な制限があるにも関わらず、死が間近な利用者
と真摯に向き合おうとした姿勢がうかがえる。
（８）施設での看取りについて
　制度的なバックアップもないまま、現実のニ
ーズから看取りを行ってきたA施設の職員は施
設での看取りについて、どのように考えている
のか表９に示した。１名のみ記述がなく、19名
が施設の看取りについて抱く思いや現状につい
て回答した。具体的に、14名が長年暮らしてき
た施設で最期を看取られるべきと考えており、
本人や家族の思いに応えたいと考えている。
　しかし、その一方で、二重下線となっている
②③④⑦⑧⑨⑪⑬⑮⑯⑰⑱の中には、利用者の
年齢からして、これから爆発的に看取る人数が
増えるのではないかと不安を記している対象者
もおり、全ての利用者を看取っていくのではな
く、ケースバイケースの対応（⑩⑲）、選択肢
の一つ（④）になればよいとの回答もみられる。
　看取りが増えることに不安を感じ、ケースバ
イケースでの対応が良いと考えている理由とし
て、医療的な対応が必要な利用者の場合、施設
内での対応に限界があることをあげており、職
員配置や制度的な整備などをあげられている。
これらの回答は先行研究の中で指摘されてきた
内容と共通するものであった。
４．考　　　察
（１）職務より人間的な関わり
　知的障害者施設における看取りは制度的バッ
クアップもなく、施設側にとっての経済的効果
も得られない現状の中で行われている。この事
実からも仕事上の付き合いを超えた関わりが形
成されていることが推測される。
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　三原ら（2009）によれば、施設職員は給与の
不安定さや休みが取れない忙しさに不満を持ち
ながらも、「利用者との触れ合い」を仕事に満
足している理由として挙げる人が最も多かった
と報告している。本研究の結果では、職員自身
の近親者と同じように利用者の死を悲しみ、喪
失感を抱いている姿が明らかになった。利用者
の仕事や生活を支援することは、対人職種であ
るために生じる深い関係性や手応えがあるのだ
ろう。このような関係性があるために、知的障
害者施設での看取りが行われているのである。
職員たちの思いや善意に頼るのではなく、早急
に制度的整備がなされなければならない。
　また、死を迎えようとしている利用者や身近
な人の死を体験した利用者に対して、時間をか
け関わろうとしている姿が明らかになり、休み
も取りにくく忙しい職務に追い立てられながら
時間を割いていることが分かった。職員の中に
は、職務の忙しさや体力的かつ精神的な限界に
より、利用者との時間を割けないことで、人間
としての自分自身を責める人もいるだろう。
　施設での看取りは、行われている・出来る事
柄として捉えるのではなく、職員の自己犠牲的
な取り組みによって成り立っていることを認識
する必要がある。
（２）看取られる姿が周りに与える影響
　感情や思いを的確な言動で表現しにくい利用
者らは、不安を抱えていても職員に伝わりにく
く、何も不安を感じていないと判断されること
がある。今回の回答から、利用者が身近な人の
死を自分自身に重ねていると感じている対象者
が複数おり、筆者が2001年に行った調査結果と
も一致する。A施設では、老いや死に対する不
安を汲み取り、和らげようと意識し取り組んで
きた。そのため、職員は適切な表現でない場合
でも、いつもとは違う変化として常に注意を払
っていることが分かった。さらに、職員はどの
ような対応が良いか悩みつつ、「話を聞く」「声
をかけて」励まそうと日々の対応をしていた。
　しかし、「それしかできませんでした」と記
された回答などから、話を聞く、声をかけるだ
けでよいのか、もっと専門的な支援ができるの
ではないか、もっと専門的な方法があるのでは
ないかと不安を感じ、自信を持てない姿がみら
れた。これは、知的障害者の死に向かっていく
老いる過程において、どのような支援が必要な
のか、デス・エデュケーションとなる支援方法
や内容の構築が求められていることを意味す
る。日常の中で活かされる専門的な支援策を明
確にしなければならないが、寄り添い話を聞く、
注意して話しかける職員の存在や行動が、専門
的な支援方法の基本であるといえよう。
（３）死を乗り越えていくプロセスについて
　対象者の職員から見たプロセスであるが、利
用者は身近な人の死を乗り越えていると多くの
対象者が感じていた。具体的な手がかりは、写
真をみる、葬儀や見送りに参加するなど、儀式
的行為が死を乗り越えることに繋がると考えら
れていた。また、「天国にいった」「誰も亡くなる」
といった死後をイメージできる言葉や人間の共
通点としての意識を持つ、思い出を誰かと語り、
死を受け止められると考えられている。
　これらから、老いていった先の死を隠し、現
実から意識を逸らせるのではなく、誰にでも訪
れる事実として共感し、具体的な体験を通して、
死への不安を乗り越えられるよう支援していく
ことが求められる。
（４）知的障害者施設での看取りとは
　施設職員は職務ではなく、利用者との間に形
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成されていく関係性によって、看取りを行って
いる。先行研究では、回復の見込みがなく死を
宣告されてから半年以内に亡くなる終末期ケア
のみが看取りと関連して調査されているが、長
年施設で暮しており、障害のない人に比べて老
化が早いと言われる知的障害者の場合、ゆっく
りと進む老衰のようなものを視野に入れた看取
りが必要となる。親亡き後や高齢化していく家
族の現状からも、知的障害者施設での看取りは、
介護老人福祉施設などとは異なる長期的な見通
しを持ち、日常の中にある平穏かつ豊かな時間
を保障できる取り組みや制度的整備が求められ
る。
５．今後の課題
　自由記述の方法を用いたことで、施設職員が
抱く思いを明らかにできたが、回答者数が少な
く、勤続年数による関係性については明らかに
できなかった。そして、死と直面する看取りを
行っていく中で、職員がどのように死を受け止
めていくのかについて、今後の課題となる。
　また、看取りの経験を積み重ね、自分に出来
ることに努めながらも、死に対するマイナスイ
メージを拭えない対象者がおり、入所施設での
看取りが行われていく中で、職員への心理的支
援の必要性を示唆している。
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